
『難経』第二十七難 
二十七難曰．脉有奇經八脉者．不拘於十二經．何謂也．然．有陽維．有陰維．有陽蹻．有陰蹻．
有衝．有督．有任．有帶之脉．凡此八脉者．皆不拘於經．故曰奇經八脉也．經有十二．絡有十
五．凡二十七氣．相隨上下．何獨不拘於經也．然．聖人圖設溝渠．通利水道．以備不然．天雨降
下．溝渠溢滿．當此之時．霶霈妄行．聖人不能復圖也．此絡脉滿溢諸經．不能復拘也． 

日本語翻訳： 
問う。 
「脈には奇経八脈というものがあり、十二経脈に拘束されないといいます。これはどういう意味
でしょうか。」 
答える。 
「陽維脈・陰維脈・陽蹻脈・陰蹻脈・衝脈・督脈・任脈・帯脈があります。これら八つの脈は、
いずれも十二経脈に拘束されないため、奇経八脈と呼ばれます。」 

問う。 
「経脈は十二、絡脈は十五あり、合わせて二十七の気が、互いに連れ添って上下に運行していま
す。それなのに、なぜ奇経八脈だけが十二経脈に拘束されないのでしょうか。」 
答える。 
「聖人は、あらかじめ溝や水路を計画して設け、水の流れをよく通じさせ、不測の事態に備えま
す。しかし、大雨が降り、溝や水路が満ちあふれると、水は激しく四方へ流れ出し、そのときに
は、聖人であっても、もはや計画どおりに水を導くことはできません。 

同じように、これらの絡脈の気血が満ちあふれて諸経へ流れ出ると、もはや通常の経脈の枠内に
とどめることはできないのです。」


